
国際教育推進委員会 今野良祐@建元喜寿・工藤泰三

2年次会 平野延行・渋木陽介・吉岡昌悟・田中友紀子

本校では平成 8 年度より国r~~教育の として海外への修学旅行(海外校外学習・ 2年次生対象)を実施

してきたが、平成 25年度より従来の 160名全員が 1か所に行くという形から、オーストラリア・インドネ

シア・台湾の 3か所に分かれて実施する形に変更した。このことにより海外校外学習の活動内容の深化と生

徒ililil々 の主体的参加度の向上などをねらいとした。事前・事後アンケートの結果から、 「異文化の理解およ

び I~I 国の文化の理解J などの各項目において、回答平均値の上昇がみられた。

キーワード:海外校外学習(修学旅行) 分散実施 国際交流 協働学習 自国理解

1. はじめに

オ寸交では明戎8年度より国際教育の一環ーとして行手外へ

の修学旅行 (2年次ヨ三対象)を実施してきた。行先は韓

(10~14 年度)、オーストラリア (16~18、 22~24 年

度)、台湾 (19~21 年度)で、総合的な学習の時間と連

動させて異文化理解・日本文化紹介・外国語学習などの

事前学習を経て現地に赴くことから「海タ付知Pト学習Jと

1I子ぶことにしている。25年度実施の校外学習から従来の

160名全員が 1カ将?に行くとしづ形から、オーストラリ

ア・インドネシア・台湾の3か所に分かれて実施する形

に変更した。本論ではその目的、実施までの経過、実際

の活動の様子などについて述べるとともに、参加生徒を

対象にしたアンケート調査の結果から、その成果と今後

に向けての課題を明確にする。

2. 3か所分散実施のねらいと溺枕決定の儲毒

国際教育においては生徒が海外の人々と直に接する機

会を設けることは非常に重要な部分であるが、その一環

として生徒を海外に羽市宣する場合、どうしても多額の予

算が必要である。 4妙ト学習における生徒の海外ト協加こつ

いては生徒(保設者)から必要経費制:ムっていただし 1て

しもが、その他の海外派遣については筑波大学附高学校

教育局の教育長裁量達費、あるいは外部団体からの助成

金などに頼って効包している。校外学習を 3岬?に分散

して実施する主なねらいの 1つめは、これらの活動を、

約160名の生徒を複数の協抗先に分散させたうえでオ妙ト

学習とリンクさせて劫毎することにより、教育長裁量経

費や外部資金への依存度を低め、また同時に4交外学習の

内容を深化させることにある。具体的な取り組みとして

は、各グループ。で、テーマ設定を行い、観光中心ではなく
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現1:告~交との交流および協働学習、際教育や ESD の視

点に立った学習活動をcl二i心にtJi5えた行哲三を組むことが考

えられる。これにより、これまでその日限りで、あった現

j掛交との交流を長期間・相互の交友関係へと発展させら

れることが期待できる。

加えて、各クοループ。の生徒人数を少なくすることによ

り、それぞ、れの活動に対寸一る生徒一人一人の関わりが深

まるのではなし 1かとしづ期待があった。多数の生徒が一

回となって活動を行うと、中にはどうしても活動を人任

せにしたり傍観したりする生徒が多く生じてしまう。海

外溺杭としづ絶好の学習機会を与えられている中で、よ

り多くの生徒に主{体本的に活窃動jに参j力加〕万'JIJしてほしいという強

し、すJi鋲長いがあつたので

また、もうひとつの主なねらいとしては、多くの生徒

が持つ「海外=欧米Jとしづ意識を崩すということがあ

ったO もちろん日本と欧米との間には経済面・学術面・

文化面など多様な分野において深いi期系があるが、その

反面、教員が生徒たちと詳秒間者i亘についての話をしてい

ると、多くの生徒にはアジア諸国の人々に対するイ憂j越J惑

があり、欧米に比べアジア諸国を軽視する傾向が強し 1と

しづ印象を持っていた。これまでも、そしてこれからも

日本とアジア諸国とは切っても切れない深い関係があり、

またその関係を平和的に持続・発展させる必要が高まっ

ている今日において、アジア諸国にしっかりと自を向け、

日本との関係をお互いにとってより良い形に高めていく

べきであるとしづ意識を若い位代に持たせることは、現

代の判交教育における重要辞還の一つである。

上記のねらいをまとめると、①国際教育のための経費

の軽減、②海タ付妙ト学習の活動内容の深化、③生徒個々

の主体的参加度の向上、④欧米志向からの脱却とアジア



諸国への意識の1-1句上、となる。これらのねらいを:画戎す

るには校外学習の閥抗先を分散させることは良案である

としづ意識は多くの教員が共有していたが、この案には

もちろんデ、メリットもある。主なものとしては次のよう

なものが挙げられる。

@ 事前・三j主後学習を含め、 3つの旅行を並行して企

回・運営することとなり、一一人一人の担当教員が

これまで以|二に主体的にI~~わる必要があるO

⑫ 全クマノレーブ。に管理職が同行ーす一ることは不可吉主。

@ 悌杭先によって生徒(保護者)負t日経費が異なる。

争 人数にばらつきが出た場合の対応(引卒者の分担

など)が必要。

命 現地の情勢によっては iA.Bグ、ルーフ。は実)J包で、

きるが Cグループ。は実施で、きなしリというケース

もありうる。

しかしながら、これらのデメリットのほとんどは実施

上の、すなわちマネジメントの問題である。状況に応じ

てうまく対応すればこれらのデメリットの多くは解消で

きると考え、校内の国際教育拍:進委員会(以下、 CISと

111各記) 1 は平成 23 年 9 月~こt交外学習の分散実施について

j隊員会議で、の提案に踏み切った。その後、提案内容に2

度の修正を7Jrlえ、同年日月にJlitt員会議で承認を得るこ

とができた。

将兵主Ic先の決定に際しては、エi可戎24年2"-'3月にこれま

で本校と交流実績のある111]:)材交に本校教員を派遣し各校

教員と協議を行い、候補地としてインドネシア・台湾・

タイの3か所を選定した。その理由は次の通りである。

@ インドネシア:工|斗戎 20~~三よりオ吋交と交流のある

ボゴール農科大学附属コルニタ高校との協議に

より、現地で、の|お働学習活動への協力について内

誌を得ることができた。インドネシアにおいては

急速な経済発展の陰で環境破壊も急速に進んで

しもとしづ実態、そしてその成境破壊には日本の

経済活動が深く I~ÞJわっていること、さらには急速

な生活様式の変化による生活環境の悪化があり、

これらをテーマにして共に学ぶことが期待でき

る。なお、本校とコノレニタ高校とは3:1ヰ戎 23年 3

1 問委員会の英語名 Committeof International Studies 
の11]各称のこと。問委員会の活動内容については本紀要

pp.53-58を参p札

月に姉妹校協定を結んでいる。

窃 台湾:平成 19"-'21年度に校外学習を実施した経

験があることに加え、 20年度の校外学習で交流

を深めた新民高級中学:とはその後も教員同では

交流が続いており、現地での協働学習において協

力をいただくことについて内誌を得ることがで

きた。台湾出笠史的・文化的にも日本と深い関係

にあるだけでなく、近年では芸能・サフマカルチャ

ーの分野でも関係がますます?菜くなっており、ま

たiヨ本と同様に大地震を経験してきた地域でも

あることを考えても、協働j学習のテーマには事欠

かない。

e タイ:本校の|主!語科教員(かるた部顧問)がバン

コク市内にあるワタナー・ウィタヤー・アカデミ

ーの日本語教員(現地でかるた会を指導)と知り

合いで、あったことを起点にし、ワタナー校から本

校に短期留学生の受け入れの要請があり、平成

21年 10"-'11月に6名の?忍羽留学生を3週間にわ

たり本校で受け入れた。その後も生徒間・教員I~司

で交流が続いており、現地で、の協働学習について

も協力をいただくことについて内諾を得ること

ができた。タイで、出藍史的なつながり、仏教を含

めた文化的なつながりとともに、近隣詰者国とi司様

に多くの日本企業が進出していること、農産物・

海産物を多く輸入していることなどに見られる

ように、日本とは深い関係にある。 1~1働学習にお

ける学習内容も上記を含めさまざまなものが考

えられる。

ただし、現行のオーストラリアにおいても豊かな自然

を題材にした環境学習やアボリジニを中心とした文化学

習や現地での英語学習の体験などが可能であること、ま

た英語密への閥抗を希望する生徒が多かったこと、さら

にはこれまでの経験からオーストラリアを支持する声が

教員r~丹にも多かったことなどから、オーストラリアも渡

航先として残すことにした。

その結果、オーストラリアを含め 4か所が候補地とし

て挙がったが、校内での協議においては4か所にすると

教員の事前学習や引率などの負担が過大になるという意

見が多く、姉妹校を持つインドネシア、希望が多かった

オーストラリアの 2つを優先して倒的出こ決定、もう 1

つについては現地での協議の後に早速内諾の連絡をいた

だし¥た新民高中のある台湾に決定した。なお、タイのワ

タナー校については他の行事で交流を続けている(本紀
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要pp.53-58を参照)。

3. ;毎夕材交外学習実施までの経過

これまでのオ寸交の校外学習の実施形態は、実際に引率

する当該年次担任問の裁量で企画・実施していた。学校

訪問・交流が行われたとしても、その日限りの交流で終

わってしまうことが多かったO そこで、先述の3か所分

散見j包のねらいの実現と校外学習をオ司交の国際教育の柱

として再度位置付けるため、 CISが企画に関与して当該

年次担任問と連携を取りながら、出i新鮮1/']に計画・実施し

ていくブ五こにiこ変更した。それぞれの取り組みの経過をま

とめたものが資料1である。

団体客の航空券の子咋守の関係から閥抗の 1年前に閥抗

人数の確定をしなければならないため、当該年次 1年次

11月末に泌抗先を決定した。滅的iEによって活動内容や

かかる費用が大きく異なるため、 2今場IjのLHRなどを利

用して各協B1c先の概要説明や相談会を実j泡して、設妨げ乙

の第一希望のみを調査する形をとったo 1年次の情報の

授業の一環で、校外学習の費用計算や観光スポットなど

の調査・発表を行っているので、ある程度現地のイメー

ジを持った状態で、あると仮定して、各湖杭先の概要説明

前に希望調査をおこなったところ、オーストラリア 106、

インドネシア35、台湾 19で、あった(2012年 10月11Iヨ)。

姉妹校のあるインドネシアを希望する生徒が予想以上に

多く、その点は喜ばしい結果で、あったが、実際の設競充を

考えると受け入れ，1sJJの許容人数の関係など様々な困難が

予想されることから、その後の概要説明では多少厳しい

面を強調して説明した。最終的な結果は、オーストラリ

ア95、台湾55(留学のため実際の渡航は54名)、インド

ネシア 10となった (2012年 11月30Iヨ)。その後、イン

ドネシアを選択した生徒・保護者向けに単独で説明会を

行い、最終的な意思を確認した。

表 l 校外学習湖抗希望の推移

オーストラリア

106 

95 

情
一
ゆ
一
日

インドネシア

35 

10 

2年次に進級リ妙ト学習に向けて本格的に動き出す時

期になるが、一部の総合的な学習の時間2の講座を|徐いて、

初ト学習の準備活動は主として L百Rの時間を活用して

実施した。方気果後に生徒の校外学習委員会で教員から説

明し、翌日の LHRで生徒が各クラスで説明や情報の集

2 総合的な学習の時間の詳細iは本紀要 pp.24閉38 を参J~見

po 

約を行うようにし、教員の負担軽減と生徒の防ト学習へ

の主体的な参加を促すことを意図した。

旅行行程全般の手配等は旅行会社が行うが、インドネ

シアと台湾の現地交流のフ。ログラムは朝交同士でーから

作り上げていくため、 CIS教員や当該年次の担任問で幾

度となく現地に足を運んだり、メールベコSkypeなどでの

打ち合わせを重ねた。 ~J:に交流期間中のプログラムにつ

いては、各首鮪1c:5Jこの特色を生かしたものにするため、時

間をかけて双方で検討を重ねた。また、現地高校には交

流期1~\J t=I:Jのホームステイの受け入れを{お|要していたため、

村知識の側IL人数、男女比、アレノレギ一等の健康情報

などと受入菊廷の情報(家族楠求、趣味、宗教、ペット

など)を元にホームステイのマッチンクマを行った。

4. 各渡航先でのプログラム

(a)オーストラリア

1=1 月1=:1 j也1:'1 スケジュール

1213 成田空港発 成FIl空港にて招:来ごf=i1cき./illgj手続き

ωく) ジェットスタぺ坑空にてケアンズへ

2 1214 ケアンズ清 入国τ1i'~-éき後、ンヤ7。カイでíl9 l食

(水) ホストファミリーとマッチング

ファームステイ 各生徒ブアームステイ

3 1215 ファームステイ ファームステイ{オヨ設

(木) ファミリーと共にファーム付込!j会

4 1216 ファームステイ ホストファミリーと日防工ホテノレへ

(金) ケアンズホテル グノレーフ'WJ自主.M111，ホテル泊

。戸 1217 ケアンズ 終日返却¥7]IJオフ。ショナルツアー

(::1::) ①キュランダ在¥Dt

②グリーン日Jおむ1[:

③トロピカノレズー&アボリジニ文化

④市内部〈策&ラク、、ーンでの海水浴

ケアンズホテル 市内レストランに集合、ホテノレ泊

6 1218 ケアンズ空港発 ケアンズ空港着後、1.:1:11主l手続き

(I::l) 成111空港着 :Z:8i各成1:13へ、入国・税I'W汗手売き・角科技



(a) -1ファームステイ

異文化体験のはじめとして、ファームステイを行う。

生徒は友人関係をi干i心と食物アレルギーや動物アレルギ

ーに関する情報をもとに 4 人~5 人のグノいーブ。に編成し

て、その資料を基にi日高先を業者に依頼する。参加生徒

が95名(男子 44名、女子 51名)で、あったので、全部

で22グ、ノレーブ。編成となった。

オーストラリアに到着後すぐにジャブカイレストラン

にてホストファミリーとのマッチングをして早速ファミ

リー宅へri'1Jかった。私と、、も教員にホストファミリーの情

報は、 詳先剤知細11問i日iなものでで、はfなよく十概j既史要だけのもので

のため生徒のi活舌弱動j状況を{併i可f街i読主恋する;意意i味;床!F見床~未1長ミで、全部で、はないが

-古吉iμiωσの〉家)庭立7を百訪/点'51問2古明;目1し、 あいさつIEiJりを行ったO おおかた

のファミリーは、/:生~I主|七ミ徒を大歓迎してくれている状;況兄で

つ7たこO 今回のファームステイは、前年度までの反省を

生かして 2/1~13 I=:Iとしている。これは、 11白21ヨではせ

っかく慣れてきたのに別れなければならないことや意思

疎通がとれてきたところで、終わりとなってそれで、は物足

りなくなり、逆に 3/1
1

] 4 I=:Iでは期間的に長くなるだけで

なく、 生徒のブ方7もf生i七ミ活厄面iで

一とどうしてもうまく生活でで、きないとし¥づう報告をもとに

設定定，したもので、あるO

残念ながらのグループ。で、教員からの説明白村容

に差がありどうしてもファミリーを変更しなければなら

ない状況があったO これにI~~J しては、教員と業者との意

思の疎通を事前にもっとるべきで、あったと反省すると

ころで、あるO 終わってみれば、それぞれのファームステ

イが生徒にとって初めに挙げた他国の異文化fEllil昨として

大成功で、あったように感じる。慣れない英語をI，m羽吏して

白分の意思を伝えることがどれほど大‘変で、あったか、ま

た日常生活でちょっとしたことが日本と違うことに多く

の生徒がそれぞれの感想を述べている。

(a)-2 選択別オプショナルツアー

①キュランダ観光、②グリーン島観光、③トロピカルズ

ー&ジャブ。カイアボリジニ文化体i段、④ケアンズ

i由=J主封jよhこ=1け1散敦策、の4つのツアーを準備して生徒各自に選択させ

た。これらについては、事前にそれぞれの内容をしっか

り伝えどのツアーを選ぶかは生徒自身であり責任を持っ

て選択をさせた。生徒各自も事前に内容に関してしっか

り調べていたようである。

日本にはないオーストラリアの自然や文化を肌でじ

取り自分の目で{龍認をすることは、体!，験学習において一

番大切なことであり意義あることである。生徒の今まで
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の生活経!検のi二iこlではじめてのものばかりで、あるため、大

変有意義な活動がで、きたものと忠う。

(b)台湾

11 j二11] H!J:tJ スケジコーノレ

1213 5nl+l~守J.13t 羽 111空港にてi~~釆予:fí~tき. il H主IT~0'cき

(火) コ二ノく寸fc空j)'rij:j史にて台北へ

1う:It松11j'!~ì{封{f T:i:ltililλJj(Jo'C:へ

合:1ヒホテノレ 市内レストラン夕食、 ;:J，テノレII~I

2 1214 frlと 高餓台北当日 台湾高j羽お韮で台中へ

(水) 台11:1 許jj;投台11:1即日Fパ去、新民高級1:1:1学へ

新民!~~jíj;及 IIICi': 新民高級Lj:1学者、的;jW会及例受業参)JII

ホームステイ 各/t_徒ホームステイ

、3 1215 新i支出i;f;及11ヴー 交討i及び共|古l~;:習

(木) 1'1本制受業参)JIl、お包反教員による授業

ホームステイ 各生徒ホームステイ

4 1216 新民高級i十円 共同学者成果発表会及び送)jIJ会

(金) firviDS高級中学発

台北ホテル ti'北者、タイペイアイ矧j斜、ホテル治

5 1217 台二!ヒ市!大] 台:1ヒnli)')f;JI}JI J I~I +JiJT-uま

uう Ml1'1' (~7J0JR集合、1.~{I，人伊豆i'II\矧5

??二Itij，テノレ 夕食後、ホテノレm

6 1218 台二iヒ市1)三j !ヰ'f.!読lìil、故宮I:\'干~&~涜見学、おこ|二ili'iJ;I~

(1::1) 台北松IJI空港発 iillJ!)_;ILJ?:叫釘奇後、 1:1:¥1

平JIII?;空港着 s~Jl名5J~IEIへ、入I~I. 税関手続き・解散

台j湾脊の叫4防汐ト伴学習では台北市でで、のl自き主J研酬抗洲刑千11

にある新民高級中学|佼交(以一下f久て六、新民高校)でで、の交流会及

びび、i協嘉創{働動学習、ホームステイを主な活動として実施した。

分散型の校外学習により参加生徒が 54名と少人数を生

かし、ホームステイ、協働学習など新民高校での交流プ

ロク心ラムの充実化を図ったO これらの活動により、台湾

の生活文化、学校生活の共通点や相違点を{本i験から理f解

することを目指した。また、生徒の発案でしおりのPDF

化にも取り組んだ。以下、新民高校で、の活動を報告する。



(b) -1 新民高級中学校の授業体験

新民高校は、普通科の他に商業科、工業科、英語科、

日本語科を設置しているため多様な科自を設置している。

地理、英語、数学、国語、美術、音楽、ベッドメーキン

グ、機械製図、商業概論、経済など様々な授業を日本語

学科の生徒にサポートしてもらいながら参加する術劇受

業を実施した。また、 iヨ本誌洋科の授業では、台湾文化

発表会を参観し7こ。

親日で有名な台湾では、 1=:1本人はとても人気があり、

本校の生徒を非常に好意的に受け入れていただけた。参

加した講義形式の授業の多くは、パワーポイントでの授

業が仁!こi心で教師が説明し、それを生徒が聞く形式の授業

が多かったO 実習形式の授業で、は新民の生徒がオヌオ交の生

徒に実習のやり方を教え、それをオヰ交の生徒が英語でな

んとかj芯えている姿が非常に印象的で、あった。また、参

観した日本語学制，の生徒の発表は、どのガイドブ、ツクよ

りも詳しく且つ分かりやすい発表で、あったO 多くの生徒

が、日本語を抑揚に話す新民高校の生徒に感心していた。

(b) -2. 筑坂プロジェクトワーク

日本語学科の生徒 150!tlとオ寸交の生徒54名を 3クラ

ス、 I~I然班、人文班、社会斑に分け全81時間の協働学

習を行二った。最後に学習成果発表会を実施した。

自然班では、生物多様性、生態系などの基本知識を講

義し、日本と台湾の外来種問題をテーマとして取り上げ、

「外来種問題はなぜ問題なのかJ， i台湾と日本で協力し

てできることはあるかJとしづ課題を 12人 1グノレーフ。

で話し合い、プレゼ、ンテーションをする活動を行ったO

人文班で、は、台湾と日本の双方の共通の文化である「漢

字jを題材に、繁{本字(簡体字)・菊i字体 (1日字体)をめ

ぐる簡単な講義を行い、その上でどちらの字体を好まし

し吃思うのか率直な意見を述べてもらった。その上で双

方の文化としての「漢字J(漢字を用いた風習やアート)

を相互の生徒にプレゼ、ンテーションをすることで理解を

深めた。

社会斑では、台湾と担本がどちらも災害大国であるこ

とから「防災J在テーマに取り上げた。自然現象である

災害から私たちの“し¥のち"を守るための社会のあり方

をディスカッションした。東日本大震災の報道は台湾で

も大きく取り上げられており、生徒の関心が高い話題で

あったO 被災地へボランティアに行った生徒の経験談や

日本の緊急土也震速報の紹介など多面的な議論が行われた。

図書館でいろいろと話し合しヲ旨表の準備をする生徒の

姿に感心する場面は多かったO 学習成果一発表会では、新
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民の生徒、料交の生徒が協力し、非常に楽しし¥発表会を

実施することができた。しかし、話し合う 11寺「前よりパワ

ーポイントの体裁にほとんど、の時間を費ペ吋ーグルーフ。が

多く、発表内容は良く話し合われた内容で、はなかったO

関器内容のn今味や来rr民高校の生徒の実態把J屋、本校の生

徒への事前学習などをもっと慎重に行うべきで、あったD

(b) -3.ホームステイ

新民高1釘生校生徒 45世帯に協力していただき、全員

参加の2泊31ヨのホームステイを実施することができた。

全員の生徒がホストファミリーから索切{な歓迎を受けた。

夜市の昔矧ミペコホームノミーティなど様々な体験をさせて.J貰

いた。実施後のふりかえりから、生徒は、呂本とは違う

生活を体験させて頂いたこと、とても優しい台湾の方の

おもてなしが印象深かったようである。

新民高校は朝 71]寺15分登校、 1限から 81浪まで授業

があり、下校時刻は 18時すぎである。生徒によっては

通学時間が 1時間を超す。今回のこの13新主では、ホスト

ファミリーと過ご、す時間が短かったことが反省点として

挙げられる。 1守交を早め、ホームステイの時間にもう少

しゆとりがあると良かったので、はなし 1かと考える。

(C) インドネシア

lヨ 月!ヨ 地点」 スケジューノレ

12119 成田空港 j加盟空i往集合

(木) ホテノレ前泊 集合後、ホテルパスで、宿泊先へ

2 12120 成田空港発 全日 S~直行使にてジャカノレタへ

(金) ジャカノレタ着 市内レストランで夕食、ホテノレ治

12121 ジャカノレタ 朝食後、パスでコノレニタ高校へ

3 (土) ボゴーノレ コルニタ高校着、交流及ひ洪向学習

ホームステイ 生.i!ホームステイ

4 12122 ボゴール ボゴーノレ市ゴミ晶終処分場見学

( 13) ホームステイ 生徒ホームステイ

5 12123 ボゴーノレ タマンサアァリ見学

。ヲ) グヌングデノミンランゴ1主立公園i致策

ホームステイ 生徒ホームステイ

6 12124 ボゴーノレ コノレニタ高校を出発し、ジャカノレタへ

ωく) ジャカノレタ タマンミニ見学、昼食およひ渡り返り

パサラヤデパートで、ショッピンク、、

ジャカノレタ医11際空予断寄

ジャブJノレタ発 直行悦にて成田空港へ

7 12125 成田空港着 空路成田へ、入国・税関手続き・角将校

(水)



インドネシアでの活動は、ボゴーノレ・コルニタ高校に

おける文化交流会、廃繋w!最終処分場および国立公i翠に

おける環境学習、およびジャカノレタ市内で、起業されてい

る日本人の方との交流をおもに行ったO また、 4 11~11ヤ 3

泊がホームステイで、あったO 以下、それぞれのプログラ

ムについて概要をまとめる。

(c)-1.ホームステイ

プログラム立案段階に、コノレニタ高校のへノレ校長から

「ぜひ、 3泊してください。そうすると、お客さんでは

なく家族になれますっとのことで、 3泊お願し¥すること

にした。本校との交流担当をしてくださっているディナ

(1:::1オ元副包当)を中心に、受け入れ家族を手配して

くださり、 13家族の受け入れ1=1=Jし出があったO このため、

当初は 1家族 2~ちの受け入れを考えていたが、 1 家族 1

名で実施することにした。生徒は、この決定に最初は戸

惑っていたようで、あるが、結果的には全員が「一人で良

かったoJと感怨を述べてくれた。 1113ごとにインドネシ

アの家族と打ち解け、毎朝、判交に集合するたびに笑顔

とインドネシア誌のボキャブラリーが増えてし¥く生徒た

ちが非常'に素晴らしかった。

(c)-2.文化交流会

2 1::1 自に行ったO この 1=1i土、コルニタ高校で、は学:期末

の保護者会が行二われており、多くの保護者も参加して交

流会は実施されfこ。事前の打ち合わせのi時間が十分では

なく、「交流jを中心lこ考えている生徒と、アジ隣から続

く「制動学習Jをイメージしている教員側の意識の違い

もあり、来年以降の進め方には課題ーがあるが、交流とし

ては、オ.~交の生徒が披露した AKB48 の「フォーチュン

クッキ-Jの踊りは、インドネシアでもかなり普及して

いて、コノレニタ高校生も飛び入りで参加して大いに盛り

上がったO 明戎 26i~三度から本校はスーノミーグローノヤレ

ノ¥イスクール (8GB)に指定されたが、 8GBでは協働

学習を、校外学習では交流中心でと役割をわけで実施す

るとよし¥かもしれない。

(c)ー3環境学習

ボゴーノレ市にある廃棄物処分場と、グヌング、デ、パンラ

ンゴ、国立公i園室塑lで

ける深刻なゴミ |R7:り¥lJ題哲-、国立公園では、熱片手林の保護につ

いて学んだ。残念なことに、渋滞の影響でl:;gl立公園では

十分な1I寺!?立が耳対もなかったのが悔やまれるO次回以降は、

訪問先を絞ることも考慮したほうが良し¥かもしれない。

(c)-4.ジャカルタでの交流

帰国lヨに、ジャカノレタで、日本人の経営するレストラン

で昼食をとった。その|療に、オーナーの方と交流した。

インド、ネシアには約 10ヲ000人の在留邦人がし¥ると言わ

れている。この数は現在、増加している。 国際的な視野

とキャリア意識を生徒に持たせるうえで、 Wトで活躍し

ている日本人と交流できたことは非常に有意義で、あったO

5. 事前鑑事後アンケートによる生徒の変容

校外学習71おiJ充による生徒の変容を測るため、事前事後

のアンケート(事前:12月 11::1、事後:1 月 10日)を実

施した。なお、本アンケートは筑波大学1I付属学|交教育局

プロジェクト研究4 1国際的資質を育てるJにおいて計

・検討・実施されたもので今年度は研究2年間にあた

る。本アンケートの質問項|ヨの作成に当たっては、鈴木

ほか (2000) を参考に「異文化の連指卒および自国の文化

の理:IWI~J 1コミュニケーション能力・外国語の能力J1開

聞紙能力j に加えて 17iiJ1'い国際的交流への積極性J

に関する質問項目を新設して、全49項目からなるアンケ

ートを作成した。また、いくつかの逆転項自の設|習を設

けているが、集計時は逆転処理したうえで統計処理して

いる。

ここではまず、明戎25年度校外学習参加者へのアンケ

ート全体の傾向を検討するとともに、 3カミ所の湖充者見IJ

の集計も行った(資料2参j報)。ただし、インドネシア渡

航者が 10 名と他に比べて少なく、平均値の振れAJ~が大き

し¥ことも留意しなければならない。

全体の傾向として、概ね事前アンケートより事後アン

ケートの結果のほうが、回答平均値が上回っている。ま

た、昨年度実施したアンケードと比較して、「異文化理

解および自国文化諸手間「他者と協働で、の問題解決能力j

の項目において回答平均値の上昇がみられる。例えば12.

いろいろな国の人たちと知り合いになるのは楽ししリワ.

多くの外匡i人と友達になりたいと思うJの項自の上昇の

3主将111は?っ内義11青ほか (2013)に集計表を掲載している。
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要因として、ファームステイ・ホームスティ・ 1判交を訪

問しての協働学習などが考えられる。詳手タトに訪問し、特

に同年代の人々との交流が影響しているものと考えられ

る。また、ホームステイや協働学習での休験や苦労から

140.自分と意見や文化の背景が異なる人と協力で、きるJ

142.共通の問題を解決するためには、自分の意見が通

らなくても納得できるJという項目の上昇も見られるO

こうした仁|コで 119.異なる文化lこ角批しることは、興味深

し¥体験だと思うJ120.各国に見られる独自の習慣を尊重

したしリといった異文化接触を好意的にとらえている生

徒が多くいる。外国の生活や文文aイ化ヒに直接f角1制!財主蹴jれ1る経!験験を通

して自分たちのj苦信住:している 1=日三ヨi本についてのまなぎしに

も大きな影響を与えているようで

らしい国だだ、とj忠芯うJ11ロ2.日本人であることを誇りに思うJ

117. 日本の独特な習慣を大事にしたしリといった項目

の上昇も顕著で、ある。これらの点は、今回の校外学習が

ファームステイやホームステイ・協働学習など現地の

人々との交流に重きを置いた成果とみてよいだろう。

一方で、今後の到新実的な国際交流などに関連する「コ

ミュニケーション能力・外国語の能力J1紛い国際的交

流への積極性jの各項自において、日/r=年度のアンケート

と比べると軒並み居答平均値が下回っている結果となっ

た。今回の防ト学習を一つのきっかけとして、積極的に

国際交流や海外に目を向けてくれることを期待している

が、その点でこの結果は残念である。特に外国語の運用

については苦手意識を持つ生徒は例年多くいるが、今回

の回答者の結果では、「コミュニケーション能力・外国語

の能力jの多くの項目で事前事後ともに昨年度と比べて

平均値が 1点近くも下i豆!っている。同時に実施した言己主

回答においては、帰国後の外国語学習への意欲を示す回

答が多くみられ、客宅~.式アンケートの結果と矛盾する点

が見られる。これらについては原因の究明を進め、別稿

にて報告したい。語学力で、の不安や消極的な完封支は、「海

外・国際的交流への積極性j の回答平土矧甚の低下にも影

響を及ぼしている。ファームステイ・ホームステイ・学

校交流・協働学習などで、現地の人々の渇かさやおもて

なしに角批し、「海外・国際的交流への積極出について好

感を示す記述回答で、の感想が多かったものの、同時に日

本に文村一る知惑や愛着を示すものが多く、結果的にぽ海

外測定によって国際交流や外国語学習としづ要素よりも、

自分の居住する日本や自分自身の在り方についての関心

をもたらす方に強く働いたようだ。また、 143.海外へ(ま

た)行きたしリおよび 149.日本にいる外国人に話しかけ

やすくなったj の項目においては、渡航前はな.どちら
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ともし¥えないJに多くの回答が集まったが、控訴l充後は回

答が分散し、特に「泊外に行きたしリには5割以上が 15.

あてはまるjに回答した。

6. おわりに

本論では、三円求 25年度実Ij伝の海外イ汐ト学習からオー

ストラリア・インドネシア・台湾の3か月刊こ分かれて実

施する形に変更した目的、実/j毎までの1あ品、実際の活動

の様子などについてまとめ、参加生徒を対象にしたアン

ケート調査の結果の分析を行ったO

先述の通り海外校外学習の3か所分散期j毎のねらし¥を、

①国際教育のための経費の軽減、②海舛片交外学習の活動

内容の、深化、③生徒個々の主体的参加度の向上、④欧米

志向からの影法fJとアジア諸国への意識の向上とした。①

~③lこついては、校外学習という予め朝交行事に組み込

まれた活動のなかに、ファームステイ・ホームステイ・

判交交流など現地の人々との交流を組み込んだことで¥

学年すべての生徒に対する国際交流の機会のt出共と生徒

個人負抵経費の削減など概ねこれらのねらいは達成され

た。ただし、 3か所に分散した結果、 3か所への下見や

現地交溺交との打ち合わせなど、明交の副長旅費の増加

や引率教員の負担増加などの新たな-課題がある。また、

③、④についても交流本番の内容と事前学習のプロセス

および帰国後の事後学習と生徒の意識 p動支の定着につ

いては、当該年次や引率教員だけの指導ではなく新ヰ学

習・総合的な学習の時間 .LHRなどJ判交全体で、フォロ

ーアッフ。していく必要がある。実働となる当該年次担任

回と斜交全体の国際教育を統間一る CISのさらなる連

携が不可欠である。
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{資料2]

(1 )異文生理解および島欝文乾理解について
R 1.外罷人とはあまり霊きをしたくない

2. いろいろな謹の人たちと知り合いになるのは楽しい

3. 多くの外留人と女透:こなりたいと思う

R 4. 出身趨によって待遇;こ差があってもやむをえないと怒う

R 5. 鍵しい鐙の人ならば、霊室長~:t基盤主寵されることがあってもやむをえない

ら ある民主突がほかの民主矢より劣っていると考えてはいけないと患う

7.外皇室で起きたいくつかの歴史的毒事件について詳しく説明できる

R 8. 世界の主な宗教の特色を説明できない

9. 外磁で鐙停されている務教をいくつか挙げることができる

10. 信本の伝統的習慣を説明できる

11. ~ヨ本はすばらしい躍だと翠う

12. お本人であることを時りに患う

13. 海外iこ行ったら、地元の人の習慣;こ綾れたいと患う

R 1ι 外盤の缶事童文化を紹介するような番組は見ない

15. 世界にどのような系教があるか知りたい

16. E本の滋Elの文化や澄史をもっと知りたい

17. 百本の独特な習慣を大事!こしたい

R 18. タト獲の文化を理解したいとは窓わない

19. 主主なる文化に触れることは、奥挨淡い体験だと患う

20. したい

(2)コミュニケベ/ヨン能力件密議の能力について
21.英語などの外髄藷で警かれた新開や雑誌が畿める

22. i3分の塗いたいことを英語などの外留語で愛護できる

Q お.外箆人から主主務で話しかけられたとき、答えることができない

R 24. 外箆絡で議事かれた新開や媛諮に撰心がない

R 25. 今後、外豊富絡検定{築後、 TOEFL、 TOEICなど)を受像しとうとは~わない

R 26. 今後、さまざまな欝の言童謡を学ぶ祭はない

27. El分の意見をきちんと主張できる

28. 他人の意交を儲ける

29. El分の考えと築なる人に対して、自分の意見を苦言える

30. 他人の意見と§分の意見との絡還がわかる

31 穏王手の気持ちを理解しようとする

32. 誓鋒以外の手段でも絡手の気持ちがわか

(3)能者と共鶴での鰐題解決麓カについて
33. 地球濯騒化を防止するために、みんなで努力をしていきたい

R 34. t!t昇平和の縫持に龍心がない

35. 廃禁物による土議・氷・大宮廷の汚染状況について知りたい

36. 自分の富了をきれいにするように努力するのは大切だ

37. tを弊の色然を守るために活動している穣龍を支援したい

3&. 関発途上留の子どもたちが教育の援金に遣まされるよう支援していきたい

39. 毘ったときに話し合って、アイデアを出そうと患う

40. El分と意見や文化の背景が異なる人と協力できる

41.題鐘に箆面しても、人~協力して問題解決に数り緩む
4z. :J匙遜の壁書館を解決するたぬには、 8分の塗鬼怒滋らなくても説得できる

筑波大学鶴属学校教青島ブ口ジェクト議究4r箆際的議箆を曹てるjアンケート議自より

(3) のlm答平均鐙13.69

(4)海外・題際的支謹への議題牲について
43. 謹外へまた行きたい

44. 将来、結婚認手として日本人以外の留の人を選ぶことがある

45. 将来、間後として外謹人と仕事をしたい

46‘外欝人は、自分の盤に欝りを持っている

47. 英語以外の外題諮を学びたい

48.掲苦手般の外鐙人が話せる経度!こ§分も主主絡を話せるようになりたい

49. 海外経験を経て、呂志

注1)すべての環自の持点は1 点(あてはまらない)~5点(あてはまる)
注2)Rfま逆転現岳。得点の計算時に逆転処理済(1→5，2.....4・..) 

2324 22.92 24.50 24.67 24.12 26.80 

-67-


	0062
	0063
	0064
	0065
	0066
	0067
	0068
	0069
	0070

